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1

2

水害

安全安心まちづくり課防災安全係が新たに創設されました

柴田精一郎
清水秀一

安全安心まちづくり課長
防災安全係長

二次避難所

福祉避難所

小学校区界

中間北中学校
中間北小学校

体育文化センター

中間中学校 中間東小学校
中間市役所

中間南中学校

ハピネスなかま

中間南小学校

希望が丘高等学校

中間西小学校

地域交流センター

台風・暴風
による被害

「安全安心まちづくり課」は、防犯、暴力追放、交通安全、
青少年対策、防災などの業務や、自治会やボランティ
ア活動といった、市民生活に密着した業務を受け持
っています。何かありましたら気軽に声をかけて
ください。本年度から、
市内全域の防災力
の向上をめざして
いきますので、ご
協力をお願いします。

これから梅雨や台風の時期を迎え
ます。強い風で自宅のものが飛ば
されて自分自身や他人がけがをし
ないよう早めに備えてください。
また、大雨で増水している河川
や水路は流れが速く危険で
す。絶対に近づかないよう
にしてください。

中間東中学校

中間市で特に
気をつけるべき災害
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３
つ
め
は
火
災

発
生
確
率
の
高
い
災
害
か
ら

確
実
に
身
を
守
る

　

東
日
本
大
震
災
や
今
年

５
月
の
茨
城
県
で
の
竜
巻

に
よ
る
被
害
を
報
道
で
見

聞
き
し
、
近
年
の
災
害
の

大
き
さ
に
不
安
を
覚
え
た

人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
時
期
に
、

特
に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い

の
は
、『
風
水
害
』
に
よ

る
被
害
で
す
ね
」
と
、
安

全
安
心
ま
ち
づ
く
り
課
防

災
安
全
係
の
清
水
秀
一
係

長
。「
昨
年
は
、
注
意
報

が
発
令
さ
れ
て
い
な
い
状

況
で
激
し
い
雨
が
30
分
以

上
降
り
続
き
、
地
面
に
水

が
あ
ふ
れ
る
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

近
年
で
は
、
梅
雨
末
期
に

集
中
豪
雨
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
上
の
リ
ス
ト
な
ど

を
参
考
に
、
突
然
の
大
雨

や
洪
水
に
事
前
に
備
え
る

こ
と
が
重
要
で
す
」。

　

と
は
い
え
、
近
年
中
間

市
で
大
規
模
な
災
害
を
経

験
し
た
こ
と
が
な
く
、
災
害

を
自
分
自
身
の
問
題
と
し

て
と
ら
え
ら
れ
な
い
人
も
。

　

そ
う
い
う
人
に
、「
身
近

に
潜
む
災
害
に
も
備
え
て

ほ
し
い
」
と
注
意
を
促
す

の
は
、
中
間
市
消
防
本
部

の
安
田
光
太
郎
消
防
長
。

「
今
年
に
入
っ
て
、
市
内

で
の
火
災
が
増
え
て
い
ま

す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
は
必
須
で
す
。
こ

の
１
年
で
市
内
で
３
回
、

警
報
器
で
火
災
に
気
づ
き

被
害
が
小
さ
く
収
ま
り
ま

し
た
。
放
火
や
漏
電
に
よ

る
火
災
も
多
く
、
自
分
で

気
づ
き
に
く
い
の
で
、
ぜ

ひ
設
置
し
て
く
だ
さ
い
」。

　

つ
い
つ
い
テ
レ
ビ
な
ど

で
報
道
さ
れ
る
地
震
な
ど

の
大
き
な
災
害
に
注
目
し

て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

住
宅
火
災
な
ど
の
身
近
な

災
害
で
命
を
落
と
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
小
さ
な
災

害
か
ら
確
実
に
身
を
守
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
自
分

の
手
の
届
く
と
こ
ろ
か

ら
、
命
を
守
る
方
法
を
実

行
し
ま
し
ょ
う
。

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

飲料水 歩ける深さは膝下まで（約 50ｃｍ）

食糧 足元に注意

ラジオ お年寄りや身体の不自由な人を優先に

応急医療品 持ち出し品は最小限に

衣類・
下着類

外出中の家族には玄関
などに連絡メモを

ライター
ろうそく

避難は徒歩で。
車やオートバイは厳禁

懐中電灯 高齢者や子どもの手はしっかり握る

多機能
ナイフ

できる限り近所の人たちと集団で、
まず決められた集合場所へ

貴重品 避難所へ移動するとき、狭い道、塀ぎ
わ川べりなどは避ける

生活必需品 避難所についたら住所・名前の報告を

ひとり１日３リットルが目安

火を通さずに食べることができ、
保存の可能なもの

災害時は正しい情報で正しい行動
を。電池も忘れずに

ばんそうこう、包帯など。常用し
ている薬も

下着、上着、タオル。あかちゃん
がいる場合は紙おむつ

事前に火が付くかどうか確認

夜間や暗がりを移動するときに必要

ナイフや缶切りなど、いろいろな
活用ができる

現金（小銭）、印鑑、通帳、保険証
など

普段の生活になくてはならないもの。メ
ガネ、生理用品、トイレットペーパーなど

防災用品チェックリスト 洪水避難の心得10 か条
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テレビチェック

1

自分で守る
自分の身は
SAVE MYSELF
災害に備え、今すべきこと

　

集
中
豪
雨
、
台
風
、

大
地
震
な
ど
の
自
然

災
害
は
、
自
分
た
ち

の
力
で
止
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
災
害
が
発
生

し
た
と
き
に
、
自
分

の
身
は
自
分
で
守

り
、
隣
近
所
で
助
け

合
う
こ
と
で
被
害
を

減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
同
時
に
多
く
の
場
所
が
被

災
し
ま
す
。
ま
た
、
交
通
網
の

寸
断
な
ど
で
、
市
や
消
防
な
ど

の
公
的
機
関
が
同
時
に
す
べ
て

の
現
場
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど
で

閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
の
う
ち
、

約
98
％
も
の
人
が
、
自
力
で
脱

出
し
た
り
、
家
族
、
友
人
や
近

所
の
人
か
ら
救
助
さ
れ
た
り
し

て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
か
ら
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
、
自
分

自
身
の
防
災
力
や
、
近
所
の
人

た
ち
と
の
協
力
体
制
が
重
要
だ

と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。

　

台
風
な
ど
で
、
ト
タ
ン
や
瓦

な
ど
自
宅
の
も
の
が
飛
ば
さ
れ

て
自
分
や
他
人
が
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
、
事
前
に
備
え
て
お

く
こ
と
は
、
自
分
に
し
か
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
分
や
家
族

が
け
が
を
し
た
と
き
な
ど
、
最

も
早
く
手
当
を
行
え
る
の
は
自

分
で
す
。
目
の
前
で
発
生
し
た

火
災
を
、
最
も
早
く
消
す
こ
と

が
で
き
る
の
も
自
分
自
身
で
す
。

　

自
分
や
大
切
な
人
、
財
産
を

守
る
た
め
に
、
今
、
準
備
で
き

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
小

さ
く
思
え
る
こ
と
で
も
、
実
践

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
分
や
家
族
が
け
が
を

し
た
と
き
、
最
も
早
く

手
当
が
で
き
る
の
は
自
分

※登録は無料ですが、通信料は自己負担になります。

家庭での防災対策が分かりやすく紹介さ
れている「わが家の防災チェックブック」。
取り組んだページにチェックをつけなが
ら無理なく防災対策を進められます。広
報なかま４月10日号とともに中間市全世
帯に配られました。

これから梅雨や台風の時期を
迎えます。大雨の危険があると
きには、テレビで手軽に遠賀川
の水位情報が見られます。

テレビで
水位をチェック

ボタン

いち早く情報を得る
「防災メール・まもるくん」
　災害情報などを得るための手段と
して、「防災メール・まもるくん」が
あります。これは、福岡県などからの
情報をメールでお知らせするもの。携
帯電話をお持ちの人はぜひ利用者登
録をしてください。

mamoru@bousaimobile.
pref.fukuoka.lg.jp

「利用登録はこちら」をクリック

指示に従い、空メールを送信

メールが届いたら登録完了

まもるくんから得られる情報

携帯電話での登録方法

●自治体からの発表情報
●避難支援マップ
●地震・気象情報
●そのほかの生活情報

テレビで、番組をＮＨＫ
に合わせ、リモコンの
ｄボタン（連動データ）
を押すと…

市役所前の
遠賀川の水位
情報が見られ
ます
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2

協力して守る
自分たちで
SAVE OURSELVES
災害に備え、今すべきこと

消
防
隊
が
駆
け
つ
け
ら
れ
な
い
と
き
、

自
分
を
助
け
て
く
れ
る
の
は

　

大
規
模
災
害
で
は
、
同
時
に

多
く
の
場
所
が
被
災
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
、
市
や
消
防
な
ど

が
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き

に
は
、
近
所
の
人
か
ら
の
救
出

を
待
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
救

出
活
動
や
消
火
活
動
は
、
早
く

対
応
し
、
多
く
の
人
が
参
加
す

る
こ
と
で
、
被
害
を
少
な
く
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
自
分
た

ち
で
守
る
と
き
の
要
は
、
自
治

会
組
織
に
設
置
さ

れ
る
「
自
主
防
災

組
織
」
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織

と
は
、
自
治
会
単

位
で
設
置
さ
れ
、

自
治
会
内
の
防
災
活
動
を
行
う

も
の
で
す
。
自
主
防
災
組
織
で

は
、
災
害
発
生
初
期
に
自
治
会

の
み
な
さ
ん
の
救
助
活
動
や
避

難
誘
導
を
行
い
、避
難
所
で
は
、

食
事
の
配
食
も
行
い
ま
す
。

　

昨
年
、
中
間
西
小
学
校
校
区

の
各
自
治
会
は
、
こ
の
自
主
防

災
組
織
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

避
難
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、３
月
に
は
大
規
模
な
防
災
・

避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
ほ

か
の
校
区
で
も
、
今
年
度
か
ら

自
主
防
災
組
織
の
構
築
を
め
ざ

し
ま
す
。

　

災
害
時
に
協
力
し
あ
う
た
め

に
は
、
日
頃
か
ら
の
近
所
の
つ

き
あ
い
や
自
治
会
の
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
自

治
会
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の

ほ
か
に
、
日
常
的
に
「
ふ
る
さ

と
み
ま
わ
り
隊
」「
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
見
守
り
隊
」
な
ど

の
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
や
助
け
合

い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
祭
、
こ
ど
も
会
、

敬
老
会
な
ど
で
住
民
の
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
日

常
的
な
地
域
の
人
た
ち
と
の
連
携

が
、
大
規
模
災
害
時
に
大
き
な
力

と
な
り
ま
す
。

　

明
日
、
瓦が

れ
き礫
の
下
か
ら
自
分

を
助
け
出
し
て
く
れ
る
の
は
隣

近
所
の
顔
な
じ
み
の
人
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
隣
の
家
の

人
を
助
け
ら
れ
る
の
は
自
分
た

ち
だ
け
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

今年３月に西小学校校区で行われた防災・避難訓練での避難の様子。一次避難所に集
まり、自治会単位で二次避難所である西小学校に向かいました。

東日本大震災被災地への義援金
ご協力ありがとうございます

３月末現在
総額

　「中間市では大きな地
震は起こらないよ。今ま
でだってなかったし」な
んて油断していません

か。実は、直下型地震
は、どこでも起こる可能
性があるのです。また、
現在知られている、中間
市に最も近い福知山断層

でマグニチュード６．５の
地震が発生した場合、中
間市での最大の震度は６
弱。「もしも」のときの
ために備えが必要です。

地震なんて
起こらない…？

Ｍ6.5

非常時に安否を気遣って
くれる相手をつくっておく
ことも、防災対策のひと
つです。近所の人に会っ
たとき、あいさつをしてい
ますか？あいさつをしても
らって悪い気がする人は
いないはず。あなたも今
日から始めてみませんか。

まずはあいさつから

平成23年３月14日から東日本大震災の被
災者を支援するため、市役所をはじめ市内
の公共施設に義援金箱を設置しています。
今年の３月までに集まった義援金を、日本
赤十字社に送金しました。

７月１日から、義援金箱の
設置箇所が次の場所に一部
変わります。今後も引き続
き支援をお願いします。

義援金箱設置箇所
市役所本館、中央公民館、
なかまハーモニーホール、
市立病院、東部出張所、西
部出張所

21,643,920円
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介
護
保
険
料
の
通
知
書
を
発
送
し

ま
す

　

６
月
は
、
平
成
24
年
度
の
介
護

保
険
料
が
決
定
す
る
月
で
す
。

　

６
月
10
日
に
、
年
間
の
保
険
料

額
と
納
付
方
法
を
記
載
し
た
通
知

書
を
発
送
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い 

　

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
は
、

年
金
か
ら
の
天
引
き
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
次
の
要
件
に
当
て
は
ま

る
人
は
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

○
年
金
の
年
額
が
18
万
円
未
満
の
人 

○
65
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
人 

○
住
民
票
異
動
が
あ
っ
た
人 

○
そ
の
ほ
か
特
別
な
理
由
が
あ
る
人 

※
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
で
き
な

い
と
き
に
は
、
納
付
書
や
口
座
振

替
で
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
に
未
納
が
あ
る
と
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
に
制

限
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　

介
護
保
険
料
は
、
介
護
保
険
制

度
を
運
営
し
て
い
く
重
要
な
財
源

で
す
。
納
付
方
法
を
ご
確
認
の
う

え
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

段階 判定基準 保険料率 年額保険料 月額保険料

第１段階 生活保護受給者または老齢福祉年金受給者で市民税非課
税の世帯 基準額× 0.50 28,780 円 約 2,398 円

第２段階 世帯全員が市民税非課税の世帯で、かつ本人の合計所得
金額と課税年金収入額の合計が 80 万円以下の人 基準額× 0.50 28,780 円 約 2,398 円

第３段階
（軽減措置）

世帯全員が市民税非課税の世帯で、かつ本人の合計所得
金額と課税年金収入額の合計が 80 万円を超え、120 万円
以下の人

基準額× 0.65 37,420 円 約 3,118 円

第３段階 世帯全員が市民税非課税の世帯で、かつ本人の合計所得
金額と課税年金収入額の合計が 120 万円を超える人 基準額× 0.75 43,180 円 約 3,598 円

第４段階
（軽減措置） 本人が市民税非課税で、

世帯のどなたかが市民税
を課税されている人

本人の合計所得金額と課
税年金収入額の合計が 80
万円以下の人

基準額× 0.90 51,810 円 約 4,318 円

第４段階
本人の合計所得金額と課
税年金収入額の合計が 80
万円を超える人

基準額 57,570 円 約 4,798 円

第５段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が 190 万円未満の人 基準額× 1.25 71,970 円 約 5,998 円

第６段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が 190 万円以上 400
万円未満の人 基準額× 1.50 86,360 円 約 7,197 円

第７段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が 400 万円以上 600
万円未満の人 基準額× 1.75 100,750 円 約 8,396 円

第８段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が 600 万円以上 800
万円未満の人 基準額× 1.85 106,510 円 約 8,876 円

第９段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が 800 万円以上の人 基準額× 1.95 112,270 円 約 9,356 円

※年間の介護保険料額は、各段階ごとの計算式で計算し、10 円未満を端数処理した金額になります。

■介護保険料段階表（中間市基準額：年額 57,576 円）

「介護保険制度」は、介護を必要と
する人を社会全体で支える制度です。

●問合先　介護保険課保険係
　☎（２４６）６２４３

平成24年度の

介護保険料が
決定しました
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平
成
24
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
料

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
率
は
２
年
に
一
度
改
正
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
平

成
24
年
度
お
よ
び
平
成
25
年
度
の

保
険
料
率
が
図
表
１
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。

保
険
料
額
の
算
出
方
法

　

保
険
料
は
図
表
２
の
と
お
り
被

保
険
者
ご
と
に
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

被
保
険
者
全
員
が
等
し
く
負
担

す
る
「
均
等
割
額
」
と
、
被
保
険

者
の
総
所
得
金
額
等（
※
図
表
２

参
照
）に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所

得
割
額
」
と
の
合
計
額
が
保
険
料

と
な
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
保
険
料
軽
減
措
置

●
保
険
料
均
等
割
額
の
軽
減

　

軽
減
の
内
容
は
図
表
３
の
と
お

り
で
す
。
世
帯
の
所
得
な
ど
に

応
じ
て
、
保
険
料
均
等
割
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す

※
「
世
帯
」
と
は
、
４
月
１
日
時

点
の
世
帯（
年
度
途
中
で
75
歳
に

な
る
人
、
県
外
か
ら
転
入
し
た
人

な
ど
は
そ
の
時
点
）が
基
準
と
な

り
ま
す
。

●
所
得
割
の
軽
減

　

総
所
得
金
額
等
が
91
万
円
以
下

の
人
は
所
得
割
額
が
５
割
軽
減

さ
れ
ま
す

※
例
え
ば
、
年
金
受
給
時
に
満
65

歳
以
上
で
公
的
年
金
収
入
の
み

で
211
万
円
以
下
の
場
合
で
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
前
日
ま
で
に
、
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
の

保
険
料
の
特
例

　

均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ
れ
ま
す

（
所
得
割
額
は
、か
か
り
ま
せ
ん
）。

軽
減
後
の
保
険
料
は
、
年
額
５
、

５
０
４
円
と
な
り
ま
す

※
被
用
者
保
険
と
は
、
全
国
健
康

保
険
協
会
管
掌
保
険
、
組
合
管

掌
保
険
、
船
員
保
険
、
共
済
組

合
を
指
し
ま
す
。
国
民
健
康
保

険
と
国
民
健
康
保
険
組
合
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

保
険
料
の
詳
細
は
、
７
月
に

送
付
予
定
の
「
平
成
24
年
度
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知

書
」
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

均等割額の軽減割合 軽減後の均等割額（年額） 同一世帯内の被保険者および世帯主の軽減対象所得金額の合計額

９割軽減 5,504 円 「33 万円（基礎控除額）」以下で、「被保険者全員が年金収入 80
万円以下かつ、そのほか各所得がない」

8.5 割軽減 8,256 円 「33 万円」以下

５割軽減 27,522 円 「33 万円＋ 24.5 万円×世帯主を除く被保険者数」以下

２割軽減 44,036 円 「33 万円＋ 35 万円×被保険者数」以下

■均等割額の軽減（図表３）

保険料
（ 年　額 ）

所得割額
被保険者

均等割額

55,045円 総所得金額等
－33万円（基礎控除） 10.88％

所得割率×＝ ＋

※総所得金額等とは、前年中の ｢公的年金等収入－公的年金等控
除｣ ｢給与収入－給与所得控除｣ ｢事業収入－必要経費｣ などの合
計額で、各種所得控除前の金額です。

■保険料の算出方法（図表２）

平成 22・
23 年度

平成 24・
25 年度 増減

所得割率 9.87％ 10.88％ 1.01ポイント増

均等割額 52,213 円 55,045 円 2,832 円増

賦課限度額 50 万円 55 万円 ５万円増

■均等割額と所得割率（図表１）

※「軽減対象所得金額」とは、基本的には総所得金額等と同じですが、公的年金等収入の場合、「公的年金等収入－公的年金等控除－
15 万円」となるなど、例外があります。

後期高齢者
医療制度
●保険料の算定に関する問合先
　後期高齢者医療制度コールセンター
　☎０９２（６５１）３１１１
●保険料の徴収方法に関する問合先
　健康増進課
　☎（２４６）６２４６

平成24年度の保険料率が決定
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乳
幼
児
・
児
童
医
療
費
支
給
制

度
の
対
象
者
を
拡
大
し
ま
す

　

７
月
１
日
か
ら
、
対
象
者
を

「
小
学
校
３
年
生
ま
で
」か
ら「
中

学
校
３
年
生
ま
で
」
に
引
き
上

げ
ま
す
。
た
だ
し
、
小
学
校
４

年
生
以
上
の
人
は
、「
入
院
に
関

す
る
医
療
費
」
の
み
が
助
成
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

■
注
意
事
項

○
受
診
す
る
際
は
必
ず
乳
幼

児
・
児
童
医
療
証
を
保
険
証

と
と
も
に
病
院
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い

○
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
を

持
っ
て
い
る
児
童
、
生
活
保

護
受
給
中
の
児
童
は
、
対
象

年
齢
で
あ
っ
て
も
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん

今
回
拡
大
の
対
象
と
な
る
児
童

の
世
帯
主
の
み
な
さ
ん
に
申
請

書
を
送
付
し
て
い
ま
す

　

必
要
書
類
を
準
備
の
う
え
、

健
康
増
進
課
窓
口
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
の
際
は
、
同

封
の
封
筒
に
必
要
書
類
を
封
入

し
、
切
手
を
貼
っ
て
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。
６
月
20
日
水
ま
で

に
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
申
請

に
は
、
６
月
末
に
乳
幼
児
・
児

童
医
療
証
を
送
付
し
ま
す
。

　

そ
の
後
は
随
時
の
発
行
と
な

り
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
請
が
お

済
み
で
な
い
人
は
早
目
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

７月１日から

乳幼児・児童医療費
支給制度の対象者を拡大

子育て支援施策の一つである、「乳幼児・児童医療費支給制度」の対象を
拡大することにより、子育て世帯の経済的な負担軽減を図ります。

変更前
（６月 30 日まで）

対象は
小学校３年生まで

変更後
（７月１日から）

対象は
中学校３年生まで

入院時の自己負担は…
１月当たり 500 円（月７日限度）

入院に関する医療費の
助成対象を拡大

山本隼士ちゃん（扇ヶ浦一丁目）

徳永遼真ちゃん（小田ヶ浦二丁目）
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フォトショット

まちのわだい

楽しいイベントや地域の話題などをお届けします

Nakama City Public Relations９

中間北小学校で、人権の花贈呈式が行われました。これ
は、ひまわりの種を育てることをとおして、命の大切さ
を学んでもらおうと毎年行われているもの。「おじいち
ゃん、おばあちゃんから命を引き継いでいるように、種
の命も引き継がれています。命を大切にしましょう」と
種や肥料を渡された子どもたち。生徒代表の福丸翔大
くん（岩瀬三丁目）は、「大切に育てます」と力強く答え
ました。

命って大切だね
４月 16日・人権の花運動

日差しは強くないものの、じわじわと暑さが襲ってくる
この日、中間市婦人会赤十字奉仕団が中心となり、ボラ
ンティア清掃が行われました。これは住みよいまちを作
るため、毎年世界赤十字デーに行われているものです。
ＪＲ中間駅をスタートし、もやい通り、県道を通り、Ｊ
Ｒ中間駅までの道のりを清掃。今年は市民や団体合わせ
て150人以上が参加しました。約２トンのごみが集まり、
より住みよいまちとなりました。

住みよい清潔なまちを作ろう
５月８日・世界赤十字デーボランティア清掃

学校で生のクラシック演奏を聴いたよ
５月 15 日・クラシック出前コンサート

クラシック出前コンサートが、中間南
小学校で行われました。九州交響楽団
のメンバー４人が訪れ、第１・２バイ
オリン、ビオラ、チェロによる弦楽四
重奏が演奏されました。「ユーモレスク」
などの聞きなじみのある演奏の合間に
は、楽器に関するクイズや演奏体験な
ども。また、演奏者の軽妙なトークで
コンサートを聴く際のマナーも学びま
した。最後は、生徒たちも合唱で参加。
音楽を身近に感じることができたので
はないでしょうか。
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中間市からのお知らせ ity newsC
中間市営野球場が新しくなります

●問合先　生涯学習課　☎（２４６）６２２４

　

中
間
市
と
市
議
会
で
は
、
５

月
14
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
、

職
員
が
ネ
ク
タ
イ
を
着
用
し
な

い
で
執
務
を
行
う
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
は
、
夏
場
の
電
力
不
足
の

懸
念
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
に
、
庁
舎
の
冷
房
設
定
温
度

を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
影

響
な
ど
に
よ
り
、
全
国
的
な
電

力
供
給
不
足
が
予
想
さ
れ
、
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
対
策
も
含
め
、

今
夏
の
節
電
の
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

クールビズに取り組んでいます
●問合先　総務課　☎（２４６）６２３２

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ

り
、
今
夏
の
電
力
供
給
不
足
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
間
市

で
も
全
庁
的
に
節
電
・
省
エ
ネ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
さ

ら
な
る
節
電
・
省
エ
ネ
を
図
る

た
め
、
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
の
開

館
時
間
を
次
の
と
お
り
試
行
的

に
変
更
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
変
更
前　

午
前
９
時
～
午

後
９
時

●
変
更
後　

午
前
９
時
～
午

後
６
時

●
実
施
期
間　

７
月
１
日
日
～

９
月
30
日
日

ハピネスなかまの開館時間を変更します
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２７０

■中間市営野球場をリニューアルしました

　垣生公園に隣接している中間市営野球場は、建設から30
年以上が経過し、内野グラウンド土壌の不良、天然芝生の
摩耗など施設の老朽化が進んでいました。
　そこで、独立行政法人日本スポーツ振興センターのスポ
ーツ振興くじの助成金の交付を受けて大規模な改修を行
い、平成 24年３月30日に完成しました。
　市営野球場は現在、天然芝生の養生を行っています。

■リニューアルオープン記念式典を開催

　７月１日日、リニューアルオープンを記念して、式典を
開催します。みなさんが楽しめるイベントも開催しますの
で、奮って参加してください。
　記念式典
●時 間　正午～

●�内 容　始球式、中間市体育協会による熱中症対策
の講習会など

　各種イベント
●時 間　午後１時～
●内容・対象
○�福岡ソフトバンクホークスアカデミーによる野球教室・
中間市スポーツ少年団に登録の野球チームの選手（小学
４年生～６年生）
○ストラックアウト・一般参加者 40人（当日先着順）
○スピードガンコンテスト・一般参加者60人（当日先着順）
※ストラックアウトとスピードガンコンテストの両方に参加
することはできません。受付は午後零時45分から開始します。
　いずれも
●場 所　市営野球場
※雨天時は、小雨決行し、荒雨中止します。天候不良時の
開催の確認は、体育文化センター〔☎（２４６）２８００〕
へお願いします。

スポーツ振興くじ助成事業
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６
月
11
日
月
か
ら
29
日
金
ま

で
、
児
童
手
当
の
現
況
届
の
受

付
を
行
い
ま
す
。
こ
の
届
け
出

は
、
児
童
手
当
受
給
者
の
前
年

の
所
得
状
況
と
６
月
１
日
現
在

の
養
育
状
況
な
ど
を
毎
年
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す（
所
得

状
況
は
、
受
給
者
の
配
偶
者
の

所
得
も
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
）。

　

届
け
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
、

平
成
24
年
６
月
以
降
の
児
童
手

当
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届

の
用
紙
は
、
各
受
給
者
宛
て
に

送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
６
月
分
の

児
童
手
当
か
ら
所
得
制
限
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
受
給
者

と
そ
の
配
偶
者
の
平
成
23
年
中

の
収
入
の
申
告
が
お
済
み
で
な

い
人
は
、
現
況
届
の
申
請
ま
で

に
収
入
の
申
告
を
済
ま
せ
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

※
児
童
手
当
は
、
平
成
24
年
４

月
か
ら
、
名
称
が
子
ど
も
手
当

か
ら
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

■
夜
間
受
付
を
実
施
し
ま
す

　

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期

日　

６
月
21
日
木
、

25
日
月

●
受
付
時
間　

午
後
５
時
30
分

～
８
時

児童手当の現況届を提出してください
●問合先　こども未来課　☎（２４６）６２４８

　

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
期
日
・
内
容

○
７
月
７
日
土
…
転
倒
骨
折
に

関
す
る
講
話
、
身
体
機
能
評

価
、
運
動
実
技

○
８
月
４
日
土
…
生
活
習
慣
病

に
関
す
る
講
話
、
運
動
実
技

○
９
月
１
日
土
…
運
動
実
技
、

身
体
機
能
評
価

●
時

間　

午
前
11
時
～

●
場

所　

市
立
病
院
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

●
対

象　

す
べ
て
に
当
て

は
ま
る
こ
と
が
条
件
で
す

○
中
間
市
在
住
で
65
歳
以
上
の
人

○
現
在
、
日
常
生
活
が
支
障
な

く
過
ご
せ
て
い
る
人

○
上
記
の
３
回
と
も
参
加
で
き

る
人

●
持
っ
て
く
る
も
の　

運
動
し

や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物

●
参
加
料　

無
料

●
定

員　

10
人（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
申
込
締
切　

６
月
29
日
金
・

午
後
４
時

●
申
込
先　

市
立
病
院

転倒予防教室の参加者を募集
●問合先　市立病院　☎（２４５）０９８１

　

転
倒
し
に
く
い
か
ら
だ
を
つ

く
り
、
介
護
を
予
防
す
る
た
め

に
開
催
し
ま
す
。

●
日

時　

７
月
24
日
火
・

午
後
２
時
～
３
時
30
分（
受

付
は
午
後
１
時
30
分
～
）

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　

65
歳
以
上
の
人

※
医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指
示

を
受
け
て
い
な
い
人
に
限
り
ま

す
。
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
内

容　

主
に
柔
軟
体
操

や
チ
ュ
ー
ブ
を
利
用
し
た
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

●
講

師　

田
村
香
代
子
さ

ん（
健
康
運
動
指
導
士
）

●
定

員　

25
人（
先
着
順
）

※
６
月
15
日
金
か
ら
受
付
を
開

始
し
ま
す
。

●
参
加
料　

無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の　

上
履
き

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
水
筒

（
必
要
な
人
）、
健
康
手
帳

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

貯筋アップ教室参加者募集
●問合先　保健センター　☎（２４６）１６１１

　

６
月　

日
土
～　

日
金
は

　

男
女
共
同
参
画
週
間

●
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ　

あ
な

た
が
い
る 

わ
た
し
が
い
る 

未
来
が
あ
る

　

今
年
度
は
「
男
女
共
同
参
画

に
よ
る
日
本
再
生
」
を
重
点
と

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、
日

本
経
済
の
再
生
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
の
解
決
を
迫
ら
れ
て
い

ま
す
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
に
よ
り
男
女
の
働
き
方
や
生

き
方
を
変
え
、
女
性
が
日
本
再

生
の
担
い
手
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
は
、
元
気
な
日
本

を
取
り
戻
す
鍵
と
な
り
ま
す
。

　

女
性
人
材
リ
ス
ト
へ
の

　

登
録
者
募
集

　

市
政
や
地
域
の
発
展
の
た
め

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
男

女
共
同
参
画
の
視
点
を
取
り
入

れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
審
議
会
な
ど
の
女
性

委
員
の
割
合
40
％
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
が
平
成
23
年
４
月
現

在
で
26
・
６
％
で
す
。
市
の
審

議
会
や
委
員
会
な
ど
に
女
性
の

意
見
を
多
く
取
り
入
れ
る
た
め

に
、
市
政
や
ま
ち
づ
く
り
に
関

心
が
あ
る
女
性
の
人
材
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
登
録
は
自
薦
、

他
薦
を
問
わ
ず
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

男女共同参画を推進します
●問合先　人権男女共同参画課　☎（２４５）３５１１

23

29
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おすすめ 料理レシピ

中間市食生活改善推進会（緑の会）による、身体に優しいレシピを大公開。

あなたも作ってみませんか

健康ファミリー

保健センター☎（２４６）１６１１

あなたの健康づくりのために

Health
Care

健
や
か
腎
臓
教
室
の

　
　

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

日
本
の
慢
性
腎
臓
病
患
者
は
、

軽
症
を
含
め
て
１
、３
３
０
万
人

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

成
人
の
８
人
に
１
人
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
は
、
腎
臓
そ
の
も

の
に
原
因
が
あ
っ
て
発
症
す
る
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
、
糖

尿
病
や
高
血
圧
と
い
っ
た
生
活
習

慣
病
が
進
行
し
て
発
症
す
る
人
が

大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
疾
患
は
、
初
期
の
う
ち
は

症
状
が
ほ
と
ん
ど
出
ず
、
気
付
い

た
と
き
は
手
遅
れ
と
い
う
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
多
く
の
人
は
自
分
が

慢
性
腎
臓
病
で
あ
る
こ
と
を
知
ら

ず
、
健
診
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
も

何
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
た
め
、
放
置
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。

　

近
年
、
慢
性
腎
臓
病
の
人
は
、

末
期
腎
不
全（
透
析
治
療
が
必
要
）

に
進
む
だ
け
で
な
く
、
心
筋
梗
塞

や
脳
卒
中
な
ど
生
命
に
か
か
わ
る

疾
患
の
発
症
率
が
高
い
こ
と
も
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

健
診
な
ど
で
こ
の
病
気
を
指
摘

さ
れ
た
人
は
、
こ
の
機
会
に
慢
性

腎
臓
病
の
進
行
を
防
ぐ
生
活
習
慣

を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
・
内
容

○
第
１
回
…
９
月
12
日
水
・
午
後

１
時
30
分
～
３
時
・
腎
臓
専
門

医
の
講
話

○
第
２
回
…
９
月
20
日
木
・
午
前

10
時
～
午
後
１
時
・
栄
養
士
の

講
話
と
調
理
実
習

○
第
３
回
…
９
月
開
催

○
第
４
回
…
11
月
開
催

○
第
５
回
…
12
月
開
催

※
第
３
回
～
５
回
は
、
各
月
に
１

回
、
食
事
記
録
を
も
と
に
個
別
指

導（
１
時
間
程
度
）を
行
い
ま
す
。

●
対

象　

次
の
項
目
に
す
べ

て
当
て
は
ま
る
人

○
お
お
む
ね
１
年
以
内
に
受
け
た

健
診
ま
た
は
検
査
の
結
果
が

「
蛋
白
尿
な
ど
の
腎
障
害
が
あ

る
」「
腎
機
能
低
下
が
３
か
月

以
上
続
く
状
態
」
の
人

○
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
値（
推
定
糸
球
体
ろ

過
量
）が
30
㎖
／
分
／
１
・
73

㎡
以
上
50
㎖
／
分
／
１
・
73
㎡

以
下
の
人
。
ま
た
は
、
か
か
り

つ
け
医
か
ら
受
講
を
勧
め
ら
れ

た
人

○
全
５
回
の
教
室
に
す
べ
て
参
加

で
き
る
人

※
第
１
回
の
み
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
申
し
込
み

も
不
要
で
す
。

※
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
脂
質
異

常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
で
治
療

中
の
人
は
、
主
治
医
に
相
談
し
た

後
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
と
は　

血
液
は
、
腎

臓
の
糸
球
体
と
い
う
場
所
で
ろ

過
さ
れ
て
い
ま
す
。
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ

（
イ
ー
・
ジ
ー
エ
フ
ア
ー
ル
）と

は
、
こ
の
糸
球
体
の
ろ
過
量
を

血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
を
用
い

て
、
計
算
式
に
入
れ
て
算
出
す

る
も
の
で
す
。
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
が
50

で
あ
れ
ば
腎
臓
の
働
き
が
50
％

く
ら
い
だ
と
推
定
さ
れ
ま
す

●
定

員　

30
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
参
加
料　

無
料

※
調
理
実
習
の
材
料
費
と
テ
キ
ス

ト
代
と
し
て
、
別
途
１
、５
０
０

円
程
度
必
要
で
す
。

●
申
込
期
間　

７
月
2
日
月
～
20

日
金

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
６
）１
６
１
１

　

ＦＡＸ（
２
４
６
）３
０
２
４

①�ささみは筋をとり、観音開きにして、厚みを薄くする。長さを半分にし
て、繊維にそって細く切る。Ａで下味をつけ、片栗粉をもみ込む
②ゆでたけのこ、もどしたきくらげは、せん切りにする
③豆腐は横に薄切りにし、更に縦に細く切る
④�鍋にコンソメの素と水を入れて溶かし、沸騰させる。ささみをほぐしな
がら入れ、再び沸騰したら、②を入れ、中火で約5分煮る。アクをとり、
Bと豆腐を入れ、煮立ったら水溶き片栗粉を入れ、とろみをつける
⑤�割りほぐした卵を回し入れ、２㌢の長さに切ったみつばを加える。器
に盛り、好みで唐辛子をふる

酸
スワン ラ ー タ ン

辣湯（中華スープ）

エネルギー：70㎉
食塩：0.9ℊ

鶏ささ身…50㌘、Ａ（しょうが汁
…少々、酒…小さ１／２）、かたく
り粉…小さじ１／３、ゆでたけのこ
…50㌘、きくらげ…２㌘、絹ごし
豆腐…１／３丁（100㌘）、卵…１個、
みつば…20㌘、固形チキンコンソ
メ…１個半、水…600ｍｌ、B（酒…
小さじ２、酢…大さじ１）、片栗粉…
小さじ２、水…小さじ4、一味唐辛子

材料（４人分） 作り方
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消費生活窓口☎（２４６）５１１０

今月のテーマ

ら し の

ミ カ タ ♪

く

平成24年度のもえるごみ搬入量は、対23年度比５％の減量
を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力をお
願いします。

24 年度 23 年度 差
（24 年度－ 23 年度） 減量率

４月 971,840㎏ 946,290㎏ 25,550㎏ △ 2.7％

累計 971,840㎏ 946,290㎏ 25,550㎏ △ 2.7％

もえるごみ搬入量状況 やっちゃれ
環境

環境保全課☎（２４６）６２６５

知っ得！

土
地
の
管
理
は
所
有
者
自
身
で

実
施
し
て
く
だ
さ
い

　

雑
草
の
茂
み
は
害
虫
な
ど
が
発

生
し
や
す
く
、
住
環
境
を
損
な
い

周
辺
住
民
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ポ
イ
捨
て
ご
み
、
不
法
投

棄
や
放
火
な
ど
の
犯
罪
の
温
床
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
庭

の
植
木
が
、
隣
家
や
道
路
に
は
み

出
し
、
落
ち
葉
の
掃
除
で
困
る
と
い

っ
た
苦
情
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

自
己
の
土
地
の
草
刈
や
庭
木
の

剪せ
ん

定
な
ど
、
自
己
の
財
産
管
理
は

所
有
者
自
身
で
適
宜
行
う
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

■
市
か
ら
草
刈
り
機
を
無
料
で

　

貸
し
出
し
ま
す

　

市
民
を
対
象
に
、
一
定
の
貸
付
条

件
を
満
た
し
た
人
に
対
し
て
、
草
刈

り
機
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。
草
刈
刃
と
燃
料
は
ご
自
身
で

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
台
数
に
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
環

境
保
全
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、
予
約
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
密
集
地
で
の

犬
や
猫
の
適
正
な
飼
い
方

　

犬
や
猫
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
解
決

の
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

■
飼
い
主
が
す
る
べ
き
こ
と

　

犬
や
猫
の
鳴
き
声
、
臭
い
、
ふ
ん

の
放
置
は
、
多
く
の
地
域
で
近
隣

ト
ラ
ブ
ル
の
元
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ふ
ん
の
始
末
は
も
ち
ろ
ん
、
適
切
な

し
つ
け
な
ど
も
必
要
で
す
。

■
放
し
飼
い
は
厳
禁

　

動
物
愛
護
管
理
法
や
福
岡
県
条

例
に
基
づ
き
、
犬
の
放
し
飼
い
は

原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
出

の
際
に
は
必
ず
リ
ー
ド
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
ノ
ー
リ
ー
ド（
リ
ー
ド
を

つ
け
な
い
、
ま
た
は
リ
ー
ド
を
外

し
た
状
態
）の
状
態
で
人
に
け
が
を

さ
せ
て
し
ま
う
と
、
飼
い
主
の
責

任
に
な
り
ま
す
。
万
一
に
備
え
て

「
お
い
で
」
な
ど
呼
び
戻
し
が
で
き

る
よ
う
に
し
つ
け
を
し
て
お
く
こ

と
も
重
要
で
す
。

■
猫
は
室
内
で
飼
う
の
が
基
本

　

近
隣
住
民
に
ふ
ん
尿
で
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
が
あ
り
、
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
上

下
運
動
の
で
き
る
場
所
や
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
場
所
を
用
意
し
、
心

理
的
、
肉
体
的
な
ス
ト
レ
ス
を
与

え
な
い
よ
う
に
配
慮
す
れ
ば
室
内

で
飼
う
こ
と
は
可
能
で
す
。

■
犬
や
猫
へ
の
対
策

●
ご
み
の
処
理
を
確
実
に
し
て
、

荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

●
猫
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
網
や
ネ

ッ
ト
で
進
入
路
を
ふ
さ
い
だ
り
、

市
販
の
猫
専
用
忌
避
剤
や
猫
よ

け
グ
ッ
ズ
を
使
用
し
た
り
す
る

■
相
談
事
例　

　
「
イ
ラ
ク
通
貨
の
デ
ィ
ナ
ー

ル
を
購
入
し
ま
せ
ん
か
。
今
後
、

貨
幣
価
値
の
高
騰
が
期
待
で
き

る
将
来
有
望
な
通
貨
で
す
」
と

書
か
れ
た
封
書
が
自
宅
に
届

き
、
封
筒
を
送
っ
た
業
者
か
ら

「
イ
ラ
ク
の
通
貨
は
、
必
ず
価

値
が
上
が
り
ま
す
よ
」
と
電
話

勧
誘
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
複
数
の
業
者
か
ら

「
書
類
が
届
い
た
人
だ
け
し
か

契
約
が
で
き
な
い
。
謝
礼
を
弾

む
の
で
、
代
わ
り
に
購
入
し
て

も
ら
え
ま
せ
ん
か
」
な
ど
と
電

話
が
か
か
り
、
そ
の
投
資
話
を

す
っ
か
り
信
じ
て
し
ま
っ
た
。

５
か
月
の
間
に
６
回
に
分
け
て

３
、１
５
０
万
円
を
振
り
込
ん

だ
と
こ
ろ
、
業
者
と
連
絡
が
と

れ
な
く
な
っ
た
。

■
ア
ド
バ
イ
ス　

　

イ
ラ
ク
の
通
貨
「
デ
ィ
ナ
ー

ル
」
は
、
国
内
で
は
取
引
さ
れ

て
お
ら
ず
、
換
金
性
の
乏
し
い

通
貨
で
す
。「
将
来
儲も

う

か
る
」

と
い
う
業
者
の
言
葉
を
安
易
に

信
用
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

ほ
か
に
も
「
ス
ー
ダ
ン
ポ
ン

ド
」「
ア
フ
ガ
ニ
」「
シ
リ
ア
ポ

ン
ド
」
な
ど
、
聞
き
な
れ
な
い

通
貨
の
購
入
を
勧
誘
す
る
悪
質

商
法
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

最
近
、「
高
く
買
い
取
る
」

と
持
ち
か
け
て
く
る
「
劇
場
型
」

の
投
資
商
法
が
横
行
し
て
い
ま

す
。
第
三
者
を
装
っ
た
人
も
登

場
し
ま
す
が
、
実
は
、
す
べ
て

の
登
場
人
物
が
あ
な
た
の
お
金

を
騙
し
取
る
目
的
の
た
め
組
織

的
に
動
い
て
い
ま
す
。
お
金
が

振
り
込
ま
れ
る
と
、
業
者
と
は

連
絡
が
取
れ
な
く
な
る
ケ
ー
ス

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

契
約
す
る
前
に
、
ま
ず
家
族

や
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

「必ず価値があがる！？」
海外通貨購入で被害
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■
尿
管
結
石
と
は

　

腎
臓
で
で
き
た
結
石（
腎
結
石
）

が
、
尿
の
通
り
道（
尿
管
と
言
い

ま
す
）に
落
下
し
て
き
た
も
の
を

尿
管
結
石
と
言
い
ま
す
。
膀ぼ

う
こ
う胱
ま

で
落
下
し
た
も
の
は
膀
胱
結
石
と

言
い
、
そ
の
大
部
分
は
尿
と
一
緒

に
体
外
に
排
出
さ
れ
ま
す
。

　

男
性
で
は
約
９
％
に
結
石
が
で

き
、20
～
60
歳
に
多
く
、女
性
で
は
、

約
４
％
で
50
歳
以
上
で
結
石
が
で

き
る
人
が
増
え
て
き
ま
す
。
暑
い

夏
に
は
、
汗
を
か
く
た
め
尿
が
濃

縮
さ
れ
結
石
が
多
く
で
き
ま
す
。

■
尿
管
結
石
の
症
状

　

右
ま
た
は
左
尿
管
結
石
の
症
状

と
し
て
は
、
突
然
の
右
ま
た
は
左

の
わ
き
腹
の
痛
み
や
背
中
の
痛
み

で
発
症
し
ま
す
。
暑
い
夏
の
深
夜

に
多
く
発
症
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か

の
症
状
と
し
て
は
、
血
が
混
じ
っ

た
尿（
血
尿
）が
で
ま
す（
血
尿
が

で
な
い
人
も
い
ま
す
）。
結
石
の

落
下
と
と
も
に
痛
む
場
所
も
移
動

し
、
結
石
が
膀
胱
ま
で
落
下
す
れ

ば
痛
み
は
消
失
し
ま
す
。

　

痛
み
が
強
い
と
き
に
は
、
吐
き

気
や
嘔お

う
と吐
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
結
石
が
膀
胱
の
近
く
ま
で
落

下
し
た
と
き
に
は
、頻
尿
、残
尿
感
、

排
尿
時
痛
な
ど
の
症
状
が
で
ま
す
。

■
検
査
方
法

　

尿
の
検
査
で
は
、
血
尿
の
有
無

や
、
顕
微
鏡
で
尿
中
の
結
石
成
分

の
有
無
を
検
査
し
ま
す
。
超
音
波

検
査
で
結
石
の
確
認
や
腎
臓
の
状

態
を
検
査
し
ま
す
。
Ｘ
線
撮
影
に

て
結
石
の
位
置
や
大
き
さ
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。
Ｘ
線
撮
影
で
写
ら
な

い
結
石
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
Ｃ
Ｔ

撮
影
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
治
療
方
法

①
痛
み
に
対
し
て
…
内
服
や
坐
薬

の
鎮
痛
剤
を
使
い
ま
す

②
結
石
に
対
し
て
…
痛
み
の
強
い
結

石
は
、小
さ
な
結
石
が
多
い
の
で
、

自
然
に
排
出
さ
れ
る
の
を
待
ち

ま
す
。
大
き
な
結
石
に
対
し
て

は
、
体
を
切
ら
ず
に
結
石
を
砕

く
体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
術（
Ｅ

Ｓ
Ｗ
Ｌ
）な
ど
が
あ
り
ま
す

■
再
発
予
防

　

一
度
結
石
が
で
き
た
人
は
、
約

50
％
が
再
発
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
動
物
性
蛋
白
質
の
と
り
す

ぎ
は
、
結
石
が
で
き
や
す
く
な
る

た
め
、
と
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
は
、

尿
酸
結
石
発
生
と
関
係
が
あ
り
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
一
日
尿
量
を
増

や
す
こ
と
で
結
石
再
発
を
お
さ
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
日
の
尿

量
２
、０
０
０
㎖
を
め
ざ
し
水
分

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

■
お
わ
り
に

　

結
石
は
再
発
率
が
高
く
、
尿
管

結
石
に
よ
り
自
覚
症
状
の
な
い
ま

ま
腎
機
能
が
障
害
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
結
石
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
る
人
は
、
症
状
が
な
く

て
も
、
定
期
的
に
泌
尿
器
科
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

尿管結石

今月のテーマ

中間市立病院泌尿器科

久保 周太医師

よくわかる
医療講座

中間市立病院医師が、健康の
ためになる話をお届けします。

57

No

中間市立病院☎（２４５）０９８１

『ねんどろん』
荒井良二・著
　「ねんねんどろん、ねんどろん！」
車、飛行機、船と、どんどん形を
変えるふしぎなねんどろんたち。
くりかえされることばのリズムが
楽しい、色彩鮮やかな絵本。

『兄よ、蒼き海に眠れ』
佐江衆一・著
　瀬戸内の基地で「回天」特攻隊員とし
て出撃を待つ兄・善一郎は、たぎる想
いと葛藤の日々を、日記と弟への手紙
につづる。だが、疎開先から返事を書
き続ける弟・昭二は、東京大空襲で家
族を失ってしまう…。書き下ろし長編小説。

Nakama
Culture

市民図書館だより
Books

☎（２４５）４６６４

今月の新刊紹介Newarrivals

市民図書館は、毎月新しい本をそろえて
います。市民図書館に来れば、運命的な
本との出会いがあるかもしれませんよ。

●日 時　６月16日土・午前11時～
●内 容　絵本の読み聞かせなど
●協 力　でんしょばと

おはなし会を開催Funevent
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わ
た
し
は
、８
才
の
た
ん
じ
ょ
う
日
に
、

足
の
親
指
の
つ
め
が
は
げ
て
血
が
止
ま

ら
な
く
な
る
大
け
が
を
し
ま
し
た
。
ず

っ
と
血
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
、
病
院

に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
次
の
日
か

ら
、
旅
行
に
行
く
計
画
を
立
て
て
い
ま

し
た
が
、病
院
の
先
生
か
ら
、「
何
日
か
は
、

歩
い
て
は
、
い
け
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
わ
た
し
が
、
が
っ
か
り
し
て
い
る

と
、
病
院
か
ら
車
い
す
を
借
り
る
こ
と

が
で
き
、
旅
行
に
行
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
な
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、初
め
て
車
い
す
を
使
っ
て
、

飛
行
機
・
モ
ノ
レ
ー
ル
・
バ
ス
・
地
下
鉄

に
乗
り
ま
し
た
。
飛
行
機
で
は
、
い
っ
ぱ

ん
の
お
客
さ
ん
が
乗
る
前
に
、
ゆ
う
先

で
乗
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
モ
ノ
レ
ー
ル

で
は
、
駅
と
車
体
の
間
が
空
い
て
い
た
の

で
、
駅
の
人
が
、
板
を
し
い
て
く
れ
ま
し

た
。
地
下
鉄
で
は
、
地
下
か
ら
改
札
口

に
上
が
る
と
き
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使

わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
パ
ー
ク

で
も
、
シ
ョ
ー
を
見
る
と
き
に
、
車
い
す

の
人
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
が
じ
ゅ

ん
び
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
車
い
す
に
乗
っ

て
い
る
間
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
親
切

に
し
て
く
れ
る
こ
と
が
、
わ
た
し
は
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
し
、助
か
り
ま
し
た
。

　

で
も
、
い
つ
も
は
で
き
る
こ
と
が
で
き

ず
に
、
こ
ま
っ
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
目
の
前
に
あ
る
階
だ
ん
を
使

う
こ
と
が
で
き
ず
、
遠
回
り
を
し
て
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
で
い
ど
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
、
自
分
の
行
き
た
い
お
店
に

行
き
た
く
て
も
、
せ
ま
い
場
所
へ
は
近
づ

け
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
で
す
。
車
い
す
を

後
ろ
か
ら
お
し
て
く
れ
る
家
族
も
、
坂

道
な
ど
は
と
て
も
き
つ
か
っ
た
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　

車
い
す
に
乗
っ
て
、
わ
た
し
が
感
じ

た
こ
と
は
、
ま
ず
、
周
り
の
人
た
ち
の

温
か
い
気
持
ち
で
す
。
周
り
に
は
親
切

な
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
ん
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
親
切
に
さ
れ

る
と
、
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
わ
た
し

が
さ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
わ
た
し
も
し
て
い
き
た
い
な
と

思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
車
い
す
の

不
自
由
さ
で
す
。
わ
た
し
が
車
い
す
に

乗
っ
た
の
は
、
ほ
ん
の
数
日
間
で
し
た

が
、
こ
ま
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
わ
た
し
と
同
じ
よ
う
な
こ
と

で
こ
ま
っ
て
い
る
車
い
す
の
人
を
見
か

け
た
ら
、
で
き
る
だ
け
声
を
か
け
て
、

手
助
け
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
わ
た
し
の
体
験
し
た
こ
と
を
、
周

り
の
友
だ
ち
に
話
し
て
、
少
し
ず
つ
で

も
、
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
い
け
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　７月７日土、20日金、26日木・
午後３時〜５時（前日まで窓口で予約受
付・受付時間は月曜日〜金曜日の午前
８時30分〜午後５時15分・定員10人）
●問合先　中間市社会福祉協議会
　☎（２４４）１２３０

消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館２階）

悪質商法などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後４時
●問合先　消費生活相談窓口☎（２４６）５１１０

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3 階）

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）
など児童に関する相談をお受けします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　こども未来課
　☎（２４６）３５１５

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

未成年者の非行などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権センター）

あなたが納得のいく生き方ができるよ
うお手伝いします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前８時30

分〜午後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課
　☎（２４５）７８０１

補聴器相談
■場所 福祉支援課・ハピネスなかま

●�日時　毎月第１〜４火曜日・午後１時〜
２時は福祉支援課（市役所１階）、午後２
時30分〜３時30分はハピネスなかま
●問合先　福祉支援課☎（２４６）６２８２

行政相談
■場所 ハピネスなかま

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
●�日時　７月７日土、20日金・午後３時

〜５時
●問合先　総務課☎（２４６）６２３２

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　７月11日水・午前10時〜午後
４時（受付は午後３時まで）
●問合先　安全安心まちづくり課
　☎（２４６）２０１７

私たちが感じた人権問題

「わたしの車いす体験で」
日高　葉月さん
（中間西小学校５年）
平成23年度小・中学校人権作文から

Free
Consultation

人権標語

悪口は　言ったあなたも　傷つける
 　　　　東中学校２年 打和　明日香さん

考えろ　言って良いこと　悪いこと
 　　　　北中学校２年 原田　大輔さん

傷ついた　心は一生　なおらない
 　　　　南中学校２年 千々和　南帆さん

無料相談
コーナー

〜気軽に利用してください〜

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　

｢

い
じ
め
問
題｣

「
差
別
問
題
」

な
ど
の
相
談
に
、
人
権
擁
護
委
員

が
応
じ
る
特
設
人
権
相
談
所
を
毎

月
１
回
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
予
約
は
不
要
で
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
５
月
か
ら
は
ハ
ピ
ネ
ス
な

か
ま
に
会
場
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

●
期

日　

毎
月
第
２
水
曜
日

●
時

間　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

※
７
月
の
相
談
日
は
、
11
日
で
す
。

●
場

所　

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
問
合
先　

人
権
男
女
共
同

参
画
課　

　

☎（
２
４
５
）３
５
１
１
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中
間
市
幼
児
用
プ
ー
ル
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

　

多
く
の
み
な
さ
ん
の
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
期

間　

７
月
１
日
日
～
９

月
10
日
月

※
８
月
13
日
月
～
16
日
木
は
休
み

で
す
。

●
時

間　

午
前
10
時
～
午
後

５
時

●
場

所　

屋
島
公
園
内

●
入
場
料　

無
料

●
対

象　

小
学
生
未
満
の
子

※
小
学
生
以
上
は
、
入
場
は
で
き

ま
す
が
遊
泳
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
６
）２
８
０
０

市
・
県
民
税
の
納
付
書
を

発
送
し
ま
し
た

　

６
月
か
ら
新
年
度
市
・
県
民
税

の
納
付
が
始
ま
る
に
あ
た
り
、
納

付
書（
普
通
徴
収
分
）を
発
送
し
ま

し
た
。

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

公
的
年
金
の
収
入
が
400
万
以
下
で

あ
り
、
か
つ
、
そ
の
年
分
の
公
的

年
金
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円

以
下
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
年
分

の
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必

要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
右
記
の
条
件
に
あ
て

は
ま
る
人
で
も
、
市
役
所
で
市
・

県
民
税
の
申
告
を
行
っ
て
控
除
の

付
け
足
し
を
行
っ
て
い
な
い
と
、

市
・
県
民
税
が
上
が
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
、
確
定
申
告
を
さ
れ
て
い

な
い
人
で
、
税
額
が
上
が
っ
て
い
る

人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

課
税
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
３
８

な
か
ま
市
民
図
書
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
講
演

　

記
念
講
演
の
ほ
か
に
も
、
恐
竜

の
た
ま
ご
に
触
れ
る
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　

６
月
30
日
土
・
午

前
10
時
～
正
午（
受
け
付
け
は

９
時
30
分
～
）

●
場

所　

市
民
図
書
館

●
定

員　

80
人

●
参
加
料　

無
料

●
講

師　

た
か
し
よ
い
ち
さ

ん（
恐
竜
博
士
）

●
問
合
先　

市
民
図
書
館

　

☎（
２
４
５
）４
６
６
４

第
11
回
中
間
市
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

●
期

日　

７
月
22
日
日

※
予
備
日
は
29
日
日
。

●
場

所　

ジ
ョ
イ
パ
ル
な
か

ま
庭
球
場

●
参
加
資
格

○
中
間
市
在
住
者
や
在
勤
・
在
学

の
人
、
ま
た
は
協
会
会
員

○
北
九
州
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

男
子
Ａ
級
、
女
子
Ａ
級
に
出
場

経
験
者
で
、
ペ
ア
の
年
齢
合
計

が
80
歳
以
上
の
人

※
北
九
州
ラ
ン
キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を

持
っ
て
い
る
人
を
Ａ
級
と
し
ま
す
。

●
種

目　

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

●
参
加
料　

１
組
２
、０
０
０
円

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　

ジ
ョ
イ
パ
ル
な
か

ま
庭
球
場
に
備
え
付
け
の
所
定

の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い

●
申
込
締
切　

６
月
25
日
月
・
午

後
５
時

●
問
合
先　

中
間
市
テ
ニ
ス
協

会 

高
橋
携
帯

　

☎
０
９
０（
１
３
４
５
）９
７
１
５

水
質
汚
濁
防
止
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

地
下
水
汚
染
の
未
然
防
止
を
図

る
た
め
、
水
質
汚
濁
防
止
法
が
改

正
さ
れ
、
６
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
に
よ
り
、

有
害
物
質（
水
質
汚
濁
防
止
法
施

行
令
第
２
条
に
掲
げ
る
、
重
金
属
、

農
薬
お
よ
び
揮
発
性
有
機
化
合
物

な
ど
の
26
物
質
）を
含
む
液
状
の

物
を
貯
蔵
す
る
施
設
な
ど
を
設
置

す
る
場
合
に
は
、
県
知
事
な
ど
へ

の
事
前
の
届
け
出
と
構
造
な
ど
に

関
す
る
基
準
な
ど
の
遵
守
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
に
す
で
に
設
置（
設
置

工
事
）さ
れ
て
い
る
施
設
は
、
６
月

30
日
土
ま
で
に
設
置
場
所
を
管
轄

す
る
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
な
ど

へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

宗
像
・
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所

　

☎
０
９
４
０（
３
６
）６
３
２
２

卓
球
大
会
・
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
講
習
会
の
参
加
者
募
集

　

福
岡
県
民
体
育
大
会
の
選
考
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

選
考
大
会

●
日

時　

７
月
29
日
日
・
午

前
９
時
～

●
種
目（
シ
ン
グ
ル
ス
）

○
青
年
男
子
・
女
子
の
部（
35
歳

未
満
）

○
一
般
男
子
・
女
子
の
部（
年
齢

制
限
な
し
）

○
壮
年
男
子
・
女
子
の
部（
50
歳

以
上
）

※
壮
年
の
部
は
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
で
の
競
技
と
な
り
ま
す
。
ラ

ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
と
は
、
従
来
の

卓
球
ボ
ー
ル
よ
り
ひ
と
ま
わ
り
大

き
く
て
軽
い
ボ
ー
ル
、
専
用
の
ラ

ケ
ッ
ト
を
使
用
す
る
競
技
で
す
。

　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
講
習
会

●
日

時　

７
月
29
日
日
・
午

前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

●
参
加
対
象　

壮
年
の
部
参
加
者
、

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
体
験
希
望
者

　

い
ず
れ
も

●
場

所　

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
者

●
参
加
料　

１
人
200
円

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。
ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル
卓
球
講
習
会
の
み
参
加
す
る

人
は
無
料
で
す
。

●
申
込
締
切　

７
月
20
日
金
・
午

後
５
時

●
申
込
方
法　

体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
問
合
先　

中
間
卓
協
事
業
部

中
野
宅

　

☎（
２
４
４
）７
７
０
５

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
働
保
険
年
度
更
新
の
お
願
い

　

平
成
24
年
度
の
労
働
保
険
年
度

更
新
は
、
７
月
10
日
火
ま
で
に
労

働
保
険
料
な
ど
の
申
告
・
納
付
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
年
度
更
新
手
続
き
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

福
岡
労
働
局
総
務

部
労
働
保
険
徴
収
課

　

☎
０
９
２（
４
３
４
）９
８
３
３

くらしの
情報

身近な役立つ情報を
お届けします

Infomation
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平
成
24
年
度
福
岡
県
民
体
育
大
会

水
泳
競
技
の
選
手
募
集

　

中
間
市
を
代
表
し
て
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
期

日　

８
月
26
日
日

●
場

所　

北
九
州
市
立
文
化

記
念
プ
ー
ル（
小
倉
南
区
田
原

五
丁
目
１
‐
２
）

●
種

別

○
少
年
の
部
…
小
学
４
年
生
以
下

の
部
、
小
学
５
・
６
年
生
の
部
、

中
学
生
の
部
、
高
校
生
の
部

○
一
般
年
齢
別
の
部

●
定

員　

各
種
別
15
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
一
般
年
齢
別
の
部
に
は
、
定

員
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
種

目　

自
由
形
、
バ
タ
フ

ラ
イ
、
平
泳
ぎ
、
背
泳
ぎ
、
リ

レ
ー
各
50
ｍ

●
参
加
資
格　

大
会
に
お
け
る
標

準
記
録
を
超
え
た
人
に
限
り
ま
す

●
申
込
締
切　

７
月
10
日
火

●
申
込
・
問
合
先　

中
間
市
体
育

協
会
事
務
局

　

☎（
２
４
６
）２
８
０
１

バ
ス
に
乗
ろ
う
！

イ
ラ
ス
ト
を
募
集
し
ま
す

　

福
岡
県
と
県
内
各
市
町
村
で
構

成
す
る
福
岡
県
生
活
交
通
確
保
対

策
会
議
で
は
、
９
月
に
実
施
す
る

路
線
バ
ス
利
用
促
進
福
岡
県
内
一

斉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
啓
発
活

動
で
使
用
す
る
イ
ラ
ス
ト
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
優
秀
な
作
品
は
後

日
表
彰
し
、
地
域
の
特
産
物
な
ど

の
記
念
品
を
贈
呈
す
る
予
定
で
す

の
で
、
み
な
さ
ん
ふ
る
っ
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
テ
ー
マ　

路
線
バ
ス
と
路

線
バ
ス
を
利
用
す
る
人
の
親
し
み

を
表
す
も
の
で
、
見
た
人
に
「
バ

ス
に
乗
ろ
う
」
と
思
わ
せ
る
も
の

●
募
集
サ
イ
ズ　

Ａ
４
版
程
度

●
募
集
部
門

○
未
就
学
児
の
部

○
児
童
・
生
徒
の
部（
小
・
中
学
生
）

○
一
般
の
部（
高
校
生
以
上
）

●
応
募
締
切　

７
月
10
日
火
・
必
着

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
合
先　

福
岡
県
広
域

地
域
振
興
課

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
１
６
６

ご
み
ゼ
ロ
九
州
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

標
語
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

　

福
岡
県
を
は
じ
め
と
す
る
九
州

７
県
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
進

め
る
た
め
に
共
同
で
行
う
「
ご
み

ゼ
ロ
九
州
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
標

語
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
入
賞
者
に
は
、
賞
金

（
小
学
生
～
高
校
生
は
相
当
額
の

図
書
カ
ー
ド
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格　

九
州
７
県
に
住
ん

で
い
る
人

●
応
募
点
数　

○
標
語
…
１
人
３
作
品
ま
で

○
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
…
１
人
１
作

品
ま
で

●
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
応

募
す
る
人
は
簡
単
な
作
品
の
説
明

を
記
入
の
う
え
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い

※
学
生
は
学
校
名
と
学
年
も
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

６
月
29
日
金
・
当

日
必
着

●
応
募
・
問
合
先　

福
岡
県
循
環

型
社
会
推
進
課（
〒
812
‐
８
５
７
７

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
７
‐
７
）

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
３
７
１

　

ＦＡＸ
０
９
２（
６
４
３
）３
３
７
７

○
メ
ー
ル

　

recycle@
pref.fukuoka.lg.jp

平
成
24
年
度
税
務
職
員
募
集

●
受
験
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に

当
て
は
ま
る
こ
と
が
条
件
で
す

○
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
で
、

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
し
た
日
か
ら
起
算
し

て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人

○
平
成
25
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
す
る
見
込
み
が
あ
る
人

●
試
験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業

程
度

●
受
付
期
間　

７
月
２
日
月
～
10

日
火

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し

込
み
は
６
月
26
日
火
～
７
月
５
日

木
と
な
り
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア

ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/

　

juken.htm
l

●
申
込
先　

希
望
す
る
受
験
地

の
人
事
院
地
方
事
務
局（
所
）

●
第
１
次
試
験
日　

９
月
９
日
日

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

若
松
税
務
署

　

☎（
７
６
１
）２
５
３
６

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

２
級
課
程
講
習
会
を
開
催

●
期

日　

７
月
４
日
水
～
９

月
18
日
火

●
時

間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時

※
実
習
な
ど
に
よ
り
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●
場

所　

社
団
法
人
北
九
州

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
西

部
支
所（
戸
畑
区
中
原
西
一
丁

目
13
‐
26
）

●
対

象　

55
歳
以
上
の
高
齢

者
で
、
仕
事
を
探
し
て
い
る
人

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
求
職
登
録

が
必
要
で
す
。
雇
用
就
業
中
の
人

は
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

●
定

員　

25
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

●
受
講
料　

無
料

※
実
習
の
際
の
健
康
診
断
料
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
締
切　

６
月
20
日
水
・
必
着

●
申
込
・
問
合
先　

公
益
社
団
法

人
福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

　

☎
０
９
２（
６
２
３
）５
６
５
６

母
子
・
父
子
家
庭
の
相
談

　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
連
携
し
た
就
業
支
援
や
養
育

費
の
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

母
子
・
父
子
家
庭
の
就
業
支
援

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
母
子

家
庭
・
父
子
家
庭
の
親

●
相
談
日
時
・
場
所

○
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

…
中
間
市
役
所
こ
ど
も
未
来
課

○
毎
週
日
曜
日
の
午
前
９
時
～
午

後
４
時
…
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
春
日
市
原
町
三
丁
目
１
‐
７
）

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　

養
育
費
の
電
話
相
談

　

母
子
・
父
子
家
庭
や
、
離
婚
協

議
中
の
人
を
対
象
に
、
養
育
費
に

関
す
る
電
話
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

●
相
談
日
時　

平
日
の
午
前
９
時

～
午
後
４
時

　

い
ず
れ
も

　

相
談
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

福
岡
県
母
子
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
８（
２
１
）０
３
９
０
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第
３
回
子
育
て
支
援
キ
ュ
ー
ピ
ー

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

　

東
日
本
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ

ー
ト
と
し
て
、
夢
と
心
育
て
る
癒
し
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
ア
イ

リ
ッ
シ
ュ
ホ
イ
ッ
ス
ル
と
優
し
い
歌
声
で
心

安
ら
ぐ
ひ
と
時
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

７
月
13
日
金
・
午
前
11

時
～
正
午（
開
場
は
10
時
30
分
～
）

●
場

所　

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

●
出

演　

ア
ル
パ
カ
さ
ん
、ena

さ
ん
、
つ
く
ば
さ
と
し
さ
ん

●
定

員　

300
人（
先
着
順
）

●
入
場
料　

無
料

※
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。

●
整
理
券
配
布
場
所　

な
か
ま
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
、
中
央
公
民
館
、
ハ
ピ

ネ
ス
な
か
ま
、
保
健
セ
ン
タ
ー

※
お
１
人
２
枚
ま
で
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

三
角
携
帯

　

☎
０
９
０（
４
７
７
７
）４
７
６
４

フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
エ
ス
テ
公
開
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

希
望
が
丘
高
等
学
校
で
は
、
日
ご
ろ

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
み
な
さ

ん
を
お
招
き
し
、
技
術
の
披
露
を
兼
ね

た
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
期

日　

７
月
10
日
火

●
時

間　

午
前
10
時
30
分
～
、
11

時
30
分
～
（
各
１
時
間
程
度
）

●
場

所　

希
望
が
丘
高
等
学
校

●
内

容　

フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
エ
ス
テ

　
（
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
パ
ッ
ク
な
ど
）

●
参
加
料　

無
料

※
メ
イ
ク
道
具
は
各
自
で
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

●
定

員　

先
着
20
人（
女
性
限
定
）

●
申
込
方
法　

６
月
30
日
土
ま
で
に
、
電

話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先　

希
望
が
丘
高
等
学
校

　

☎（
２
４
５
）０
４
８
１

　

ＦＡＸ（
２
４
５
）３
１
６
６

第
15
回
中
間
・
遠
賀
地
区

母
親
大
会
を
開
催

●
日

時　

７
月
８
日
日
・
午
前
10

時
～
午
後
零
時
30
分（
受
付
は
９
時

30
分
～
）

●
場

所　

遠
賀
町
中
央
公
民
館

　
（
遠
賀
町
今
古
賀
513
）

●
講

師　

中
川
喜
久
子
さ
ん

　
（
小
学
校
教
員
）

●
テ
ー
マ　
「
生
き
る
力
」
を
育
む

に
は

●
参
加
料　

500
円（
資
料
代
と
し
て
）

※
当
日
は
、
託
児
も
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先　

江
本
宅

　

☎（
２
４
４
）０
６
２
７

中間市公式キャラクター
「なかっぱ」

が
家 のわ

すこやか
ちゃん
すこやか
ちゃん

広報なかま６月 10 日号 18

このページは、みなさんで作るコー
ナーだぬん。イラストやエッセイ、
お知らせなど待ってるぬん。「すこや
かちゃん」「文芸歳時記」も応募して
ほしいぬん。
●�応募・問合先　総務課広報広聴係
（809‐8501�中間一丁目１番１号）

　☎（246）6271

　いつも、一生懸命弟のお世
話をしてくれる優しい百花ちゃ
ん。いつもありがとう。ゆっく
り大きくなってね。

H20.11.22 生
（中央一丁目）

鶴
つ る が

我 百
も も か

花ちゃん

　最近、声を出して笑うように
なった、とてもかわいい樹一く
ん。優しい、まっすぐな人にな
ってね。

H24. １.16 生
（中央一丁目）

鶴
つ る が

我 樹
き い ち

一ちゃん
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石
鹸
の
下
に
ス
ポ
ン
ジ
を
置
く
と
、
ス
ポ
ン
ジ
が
石
鹸
水
を
吸
い
取
り
、
石
鹸
入
れ
が
ヌ
ル
ヌ
ル
し
な
い
。
そ
の
ス
ポ
ン
ジ
で
掃
除
す
れ
ば
、
洗
剤
が
い
ら
ず
に
す
む
。

知
っ
て
て
損
は
な
い

豆
知
識

禰ね

ぎ宜
の
打
つ
神
鼓
の
ひ
び
き
風
光
る

　
　
　
桜
台
二
丁
目	

篠
　
原
　
正
　
章

祀
ら
る
る
末
社
に
花
の
舞
ひ
や
ま
ず

　
　
　
太
賀
一
丁
目	

中
　
山
　
富
　
子

大
鳥
居
よ
り
の
囀
杜も

り

深
し

　
　
　
通
谷
五
丁
目	

後
　
藤
　
欣
　
子

幕
ゆ
す
り
花
ふ
る
は
せ
て
神
鼓
鳴
る

　
　
　
小
田
ヶ
浦
一
丁
目	

広
　
松
　
律
　
子

砂
利
鳴
ら
す
白
緒
の
草ぞ

う

り履
春
祭

　
　
　
太
賀
一
丁
目	

緒
　
方
　
益
　
子

末
永 

あ
つ
し 

選

俳 

句

絆
か
ら
家
族
温
も
り
三
世
代

　
　
　
弥
生
二
丁
目	

永
　
石
　
ス
ミ
子

歳
並
み
に
眼
尻
二
本
の
笑
い
皺

　
　
　
中
間
四
丁
目	
森
　
　
　
紀
　
子

被
災
地
と
心
通
わ
す
桜
花

　
　
　
弥
生
一
丁
目	

大
　
住
　
久
　
子

子
に
急
所
つ
か
れ
メ
ー
ル
で
詫
び
る
父

　
　
　
扇
ヶ
浦
二
丁
目	

大
　
串
　
美
佐
子

足
並
を
乱
す
一
人
の
几
帳
面

　
　
　
中
央
三
丁
目	

桑
　
原
　
康
　
博

吉
富 

廣 

選

川 
柳

外
つ
国
に
春
を
送
ら
む
日
本
の
桜
た
ん
ぽ
ぽ
押
し
花
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
生
二
丁
目	

吉
　
田
　
千
　
歳

大
噴
火
溶
岩
な
が
れ
桜
島
大
隅
半
島
陸
つ
づ
き
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
三
丁
目	

日
　
野
　
康
　
子

嫁
と
い
う
字
を
ば
嫌い

と

い
て
娘こ

と
直
す
こ
の
安
ら
ぎ
に
今
日
も
生
き
つ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
央
三
丁
目	

掛
　
田
　
清
　
香

鍵
盤
を
操
縦
桿
に
持
ち
替
え
て
征
き
て
か
え
ら
ず
桜
満
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
手
ノ
内
一
丁
目	

岡
　
本
　
マ
キ
子

母
の
日
に
子
に
貰
い
た
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
我
が
亡
き
母
に
持
っ
て
行
き
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍋
山
町	

柴
　
田
　
キ
ヌ
子

中
間
市
短
歌
会

短 

歌

文芸歳時記
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第
33
回
富
士
山
・
青
少
年
国
際

交
流
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

●
期

日　

８
月
１
日
水
～
５
日
日

●
場

所　

山
梨
県
本
栖
湖
青
少
年

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
富
士
河
口
湖

町
本
栖
210
）

●
内

容　

富
士
登
山
、
野
外
炊
飯

体
験
、
野
宿
体
験
な
ど

●
申
込
資
格　

小
学
３
年
生
～
中
学
３

年
生

●
定

員　

日
本
人
80
人
、
外
国
人
20
人

●
申
込
締
切　

７
月
６
日
金

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

財
団
法
人
国
際
青

少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３（
６
４
５
９
）４
６
６
１

大空に泳げ！手作り鯉
こ い

のぼり
　なかまおもちゃライブラリー「ポッポ」では、ビールの
王冠を一つひとつ布で包み、それを並べて鯉のぼりを作成
しました。これは、ビールの王冠を集め、ひと針ひと針愛
情込め、約１年をかけて作ったものです。瓶ビールの王冠
集めなどに苦労しました。７人の会員のうち、最高齢はな
んと88歳。現在、この鯉のぼりは、リニューアルオープン
した中間市民図書館に飾っています。中間市の元気な風を
受けて泳ぐ鯉のぼりの姿を、ぜひ見に来てください。

▶今号が発行されるころ、福岡県は梅雨入りしているでしょうか。梅雨特
有の湿気を含んだ空気が身体にまとわりつく感覚が苦手な私。これからし
ばらく汗と格闘する日々が続きます。忍耐だ。（謙）
▶最近は異常とも思える自然災害が多発し、人間の無力さを感じさせられ
ます。災害による被害を、運・不運に任せることもできます。しかし、備
えることで、被害を防げる確率は上がっていくものだと思います。（悠）

平成22年７月13日の市役所前遠賀川河川敷の様子。
5日間雨が降り続き、河川敷の駐車場は冠水。通常の
水位は約75㎝ですが、14日には５m にもなりました。
水位は急に上昇することがあるので、雨が降り続い
ているときは早めに川から離れましょう。

今月の表紙

編集後記

■撮影データ
　レンズ17 〜 40㎜　1/250　F5.6　ISO400　

なかまおもちゃライブラリー「ポッポ」
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■
発

行
　

福
岡

県
中

間
市

役
所

〒
809‐

8501 福
岡

県
中

間
市

中
間

一
丁

目
１

番
１

号
■

編
集

　
総

務
課

広
報

広
聴

係
TEL  093（

246）6271　
FAX  093（

245）5598　
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.city.nakam
a.lg.jp/

■
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

　
w

ebm
aster@

city.nakam
a.lg.jp

広
報

な
か

ま
平

成
24

年
６

月
10

日
号

N
o.916

■
今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

29
円

で
す

。
■ 「

広
報

な
か

ま
」の

配
布

は
発

行
日

か
ら

開
始

し
ま

す
。

み
な

さ
ん

の
お

手
元

に
３

日
以

内
で

お
届

け
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。

中
間
市
歴
史
の
旅

新
知
故
温

広報なかま６月 10 日号 20

其
の
三

「
猫ね

こ
じ
ょ
う
し

城
址
」

近年、有志により建立された「猫城址」の記念碑

　

猫
城
址
は
、
中
間
市
上
底
井
野
の

高
さ
約
20
ｍ
ほ
ど
の
丘
陵
上
に
所
在

し
、
現
在
は
、
月
瀬
八
幡
宮
の
社
殿

が
造
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

猫
城
は
、
頂
上
か
ら
宗
像
・
鞍
手
・

遠
賀
が
一
望
で
き
る
要
衝
の
地
で
あ

る
た
め
、
15
世
紀
中
頃
か
ら
遠
賀
郡

周
辺
に
勢
力
を
強
め
て
い
た
麻
生
氏

に
よ
っ
て
、
室
町
時
代
に
端は

じ
ろ城
と
し

て
築
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
端

城
と
は
、
本
城
を
守
る
よ
う
に
配
置

さ
れ
た
補
助
的
役
割
を
持
つ
出
城
・

砦
・
陣
屋
な
ど
の
こ
と
で
す
。

　

猫
城
の
詳
細
は
、
発
掘
調
査
が
実

施
さ
れ
て
い
な
い
た
め
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
石
垣
や
天
守
閣
な
ど
は

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
防
御

用
の
堀
や
簡
略
化
さ
れ
た
居
住
機
能

が
丘
陵
上
に
あ
っ
た
だ
け
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

猫
城
に
関
し
て
の
記
述
は
、「
麻

生
記
」
や
「
太だ

ざ
い
か
ん
だ
い
し

宰
管
内
志
」
な
ど
に

見
ら
れ
ま
す
が
、
一
番
古
い
記
述
は
、

16
世
紀
中
頃
に
花は

な
お
じ
ょ
う
し
ゅ
あ
そ
う
し
げ
さ
と

尾
城
主
麻
生
重
里

と
山や

ま
が
じ
ょ
う
し
ゅ
あ
そ
う
も
と
し
げ

鹿
城
主
麻
生
元
重
の
兄
弟
が
仲

た
が
い
し
て
、
弟
の
元
重
が
兄
の
重

里
の
出
城
で
あ
っ
た
猫
城
に
夜
討
ち

を
か
け
た
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の

時
は
、
城じ

ょ
う
だ
い代
の
永あ

び

る

し

ん

ご

ざ

え

も

ん

留
新
五
左
衛
門
が

城
外
で
奮
戦
し
ま
し
た
が
、
元
重
の

配
下
、
柴し

ば

た

い

え

も

ん

田
伊
右
門
の
矢
に
当
た
り
、

翌
日
戦
死
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

群
雄
割
拠
の
戦
国
時
代
に
あ
た
る
、

天
正
６
（
１
５
７
８
）年
に
な
る
と
、

山
鹿
城
主
麻
生
元
重
と
宗む

な
か
た
だ
い
ぐ
う
じ

像
大
宮
司

氏う
じ
さ
だ貞
は
遠
賀
と
宗
像
を
巡
る
合
戦
を

数
度
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
両
者

の
争
い
は
決
着
が
つ
か
な
か
っ
た
た

め
、
遠
賀
川
の
東
を
麻
生
領
、
西
を

宗
像
領
と
し
て
両
者
の
争
い
は
終
わ

り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
、
猫
城
は

麻
生
氏
か
ら
宗
像
氏
の
所
領
と
な

り
、
宗
像
大
宮
司
氏
貞
は
家
臣
の

吉よ
し
だ
り
ん
こ
う

田
倫
行
と
共
に
雑
兵
150
余
人
を
猫

城
に
配
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
２
年
後
の
天
正
８（
１
５
８
０
）

年
５
月
上
旬
、
今
度
は
豊
後
の
大お

お
と
も友

宗そ
う
り
ん麟
か
ら
命
を
受
け
た
鷹た

か
と
り
じ
ょ
う
し
ゅ
も
う

取
城
主
毛

利り
さ
ね
と
も

鎮
実
が
、
手
勢
数
千
人
を
引
き
連

れ
猫
城
を
包
囲
し
ま
し
た
。
こ
の
と

き
、
猫
城
に
は
吉
田
倫
行
以
下
、
少

数
の
兵
士
し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

少
数
の
城
兵
と
高
を
く
く
っ
て
息
も

継
が
せ
ず
攻
め
立
て
る
毛
利
鎮
実
で

し
た
が
、
城
主
の
吉
田
倫
行
は
よ
く

守
り
、
宗
像
に
向
け
て
援
軍
の
狼の

ろ
し煙

を
上
げ
ま
す
。
こ
の
狼
煙
に
よ
り
千

人
余
り
の
援
軍
が
宗
像
か
ら
駆
け
つ

け
、
援
軍
が
来
た
こ
と
を
知
っ
た
毛

利
鎮
実
は
猫
城
の
包
囲
を
解
き
、
猫

城
は
守
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
猫
城
は
廃
城
に
な
り
ま

し
た
が
、
寛
永
15
年（
１
６
３
８
）、

福
岡
藩
二
代
藩
主
黒く

ろ
だ
た
だ
ゆ
き

田
忠
之
が
底
井

野
に
別
館（
御
茶
屋
）を
造
営
す
る
際

に
、
猫
城
跡
に
社
殿
を
造
営
す
る
よ

う
浅あ

さ
ぎ
じ
ん
じ
ゃ
ぐ
う
じ
さ
の
ま
さ
や
す

木
神
社
宮
司
佐
野
正
安
に
命
じ

ま
す
。
こ
れ
が
現
在
の
月
瀬
八
幡
宮

で
す
。

　

月
瀬
八
幡
宮
は
、
三
代
藩
主
黒
田

光み
つ
ゆ
き之
の
と
き
に
、
本
殿
の
改
築
や
拝

殿
の
造
営
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
代
々

藩
主
の
崇す

う
け
い敬
が
厚
か
っ
た
と
い
わ
れ

ま
す
。
そ
れ
は
、
代
々
藩
主
が
直
々

に
月
瀬
八
幡
宮
に
参
詣
し
た
回
数
が

計
40
回
、
代
参
の
回
数
が
計
50
回
に

も
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
か
つ
て
は
激
し
い

戦
い
が
行
わ
れ
、
江
戸
時
代
以
降
は

信
仰
の
対
象
と
な
っ
た
猫
城
址
。
現

在
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
月
瀬
八

幡
宮
を
参さ

ん
け
い詣
す
る
こ
と
が
で
き
、
７

～
８
月
に
は
最
盛
期
を
迎
え
る
カ
ノ

コ
ユ
リ
が
丘
陵
の
斜
面
に
群
生
し
ま

す
。
美
し
い
花
が
咲
く
カ
ノ
コ
ユ
リ

を
見
な
が
ら
、
往
時
の
城
の
名
残
や

歴
史
の
変
遷
を
見
つ
け
に
、
月
瀬
八

幡
宮
に
参
詣
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

中
間
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 ７〜８月に見頃を迎えるカノコユリ


